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令和７年度第２回空知圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会議事録 

 

日  時 令和８年（2026年）２月２日（月） １３時３０分～１５時３０分  

 

場  所 空知総合振興局 ５階会議室 

 

出 席 者 穴澤地域づくり推進員 

  佐藤（邦）委員、青柳委員、梅原委員、石塚委員、鈴木委員、田澤委員、中川委員、 

  山本委員、加藤地域づくりコーディネーター、小林地域づくりコーディネーター 

  （事務局）影山社会福祉課長、芝木主査（地域福祉）、福田主事 

      (参考人) 髙橋奈井江町地域相談員 

 

議  題 １ 相談事案（非公開） 

２ 報告事項等 

   （１）「地域相談員活動記録票」の集約結果及び地域相談員について 

   （２）地域づくり委員会の周知について 

（３）「砂川手話の会」からの講師派遣依頼について 

  ３ 協議事項 

   （１） 委員等による意見交換等（今後の取組について） 

 

議  事 

１ 開 会 

事務局（芝木主査）： 皆様お疲れ様です。それでは定刻になりましたので、始めて参りたいと思

います。それでは、ただいまから、空知圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会を開催いた

します。 

本日ですけれども、委員の中で、佐藤至英委員が欠席となっております。あと、石塚委員がです

ね、途中雪の関係で遅れてるところですけど、連絡ありまして、途中ですけど入ってこられる予定

になっております。それから今日ですね、奈井江町の地域相談員の髙橋相談員が出席となっている

ことを報告いたします。よろしくお願いします。 

それでは開催にあたり、空知総合振興局社会福祉課、課長の影山からご挨拶申し上げます。 

 

影山課長： 皆さんこんにちは。社会福祉課長の影山でございます。改めまして委員の皆様、本

年もどうぞよろしくお願いいたします。本日は本当に忙しい中、またお足元も大変悪い中ですね、

ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。また日頃から障がい福祉施策へのご理解とご

協力、いただき厚くお礼を申し上げたいと存じます。 

さてこの委員会、前回、第 1回ですね 7月に開催した際にですね、この地域づくり委員会の役割

というところで、申し立てのあった特定事案に関する協議だけではなくてですね、障がいを理由と

して差別解消の情報共有ですとか、取り組みについての協議、そういった役割もあるんだというこ

とをですね、改めてご説明させていただいたところでございます。 

本日の委員会でございますけども、先ほど紹介ありましたけども、北海道障がい者条例に基づき

まして、各市町村にですね、地域相談員というものを配置しております。先ほど申した差別解消の

ための取り組みについての協議という部分でですね、何かヒントになるかなというところで事務局

の方でですね、令和６年度の空知管内の、地域相談員の相談事案についてちょっと集約したところ

でございまして、本日はその概要について、情報共有させていただき、そして先ほど紹介ありまし

たけども、本日奈井江町の地域相談員として、活動いただいてる、社会福祉法人ないえ福祉会の髙

橋麻由子様ですね、ご出席いただいております。限られた時間でありますけども、活動内容等につ

いてですね、報告いただいたこととしております。本日どうぞよろしくお願いいたします。 
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さらにですね、先般ですね、地域づくり委員会の方にちょっと相談事案ございまして、本日はそ

の部分は資料も議事録も非公開という扱いをさせていただきますけど、その対応についてですね、

事務局案として提案させていただいて、委員の皆様方からですね、ご意見ちょうだいしたいなと考

えているところでございますので、本日ご出席の委員の皆様にございましては、おきましては、忌

憚なくご意見、ご提言賜りますようお願い申し上げまして、開催にあたってのご挨拶とさせていた

だきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局(芝木主査)： それでは、委員会に先立ちまして、お手元にご用意させていただきました

資料の確認をしたいと思います。本日の会議の資料ですが、上から次第が 1つ目、それから名簿で

すね。それと配席図もちょっと入れてるんですけれども、その次が、資料 1－1と右肩に書いてい

る 1枚ものになります。次が、横型のホチキスでとめている 2枚ものが資料 1－2です。それか

ら、次が資料 2と右肩にある 1枚もの。それから次が、資料 3－1ですねこれも 1枚ものになりま

す。次が資料 3－2、これも 1枚もの。次がホチキスでとめてます資料の 3－3ということで、国土

交通省何とかって書いてる部分のもが 1つ。そしてあと最後、委員会の議事の資料としてここまで

なんですけれども、参考としてあと 2枚ですね、道が実施している、障がい者 110事業ですとか、

盲ろう者のための通訳介助員派遣事業、のリーフレットも参考配布しております。配布資料は以上

です。不足等ありましたら、教えていただければと思います。大丈夫でしょうか。よろしいです

か。 

それでは、本日の議事に入らせていただきますが、進行は、本委員会を総括する地域づくり推進

委員の穴澤推進員に、お願いしますので、よろしくお願いします。 

 

２ 報告事項等 

穴澤推進員： はい。それでは早速ですね、本日の議題に入っていきたいなというふうに思って

おります。まず、レジメにもある通り先ほど課長も、説明もありましたけれども、通常で言えば協

議申立が最初で、そのあとに、報告事項等っていう形なんですけれども、今日、奈井江から地域相

談員の方に、髙橋さんに来てもらっているので、報告事項を先にという形で進めさせていただきた

いというふうに思っています。 

それでは、レジメの部分での 3の報告事項等の（1）からいきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いします。（1）の地域相談員活動記録表の集約結果と、地域相談員についてと

いうことでまずは事務局から説明をお願いします。 

 

事務局(福田主事)： 私の方からは地域相談員に係る報告ということで資料の 1－1 について報告

いたします。空知圏域において、地域課題の把握の一環として行った、地域相談員の相談業務記録

票の集約結果と、それで見えてきた課題等に関して報告します。 

はじめに経緯です。地域相談員の活動状況は、要綱に基づき、年に一回、活動報告書により報告

を受けています。令和６年度、空知圏域の相談実績は延べ 139件でした。相談内容の詳細や対応状

況を把握することで、空知圏域での傾向や課題等も浮き彫りとなって、地域づくり委員会での今後

の取組検討の参考になるのではないかと考え集約しました。 

次に、集約結果についてです。延べ 139件のうち、延べ 79件の記録表を回収しました。内訳は、

差別 3件、虐待 0件、暮らしづらさ 7件、その他 69件です。空知圏域の地域相談員 48名のうち、

16名が令和６年度に相談を受け、そのうち 10名から記録表を回収しました。 

主な相談内容についてです。差別や不利益な扱いに関する相談では、視覚障害のある大学生の学

業支援に関する相談、障害児への言動に関する相談がありました。暮らしづらさに関する相談では、

盲養護老人ホームへの入所に関する相談、障害児の将来に関する相談がありました。その他の相談

では、福祉制度の利用、就職に関すること、転居に伴う手続きなど、日常生活に関する相談が多く

ありました。 

記録票の集約によりみえた課題についてです。相談業務記録表の整備について、認識していない
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相談員の他に、記載内容が不足しているものや、取扱区分、内容区分の記載に誤りがあるものもあ

りました。一部の役場担当者の話から、多くの相談員は、相談対応時に記録していたのではなく、

今般の記録表提出依頼があったため、当時の記憶をたよりに作成していたと思われます。 

そのため、研修等で相談業務記録表の整備や記載方法について、改めて地域相談員に周知する必

要があると思いました。記載方法の参考資料の提供など、相談員が整理しやすい環境づくりも必要

だと思います。 

最後に、道本庁への要望についてですが、これは、昨年１１月に開催された地域づくり推進員等

研修において道本庁に要望した内容ですが、毎年度の相談実績の報告について、件数のみではなく、

個人情報の取り扱い方法、提出方法について整理のうえ、相談業務記録表の提出も行うよう要綱を

見直してほしいという要望、また、相談業務記録表の保存期間や退任時の取扱いについて明確化し

てほしいという要望、身障・知的障害者相談員を兼務している相談員も多いため、双方の相談記録

の取扱いについても整理が必要ではないかと提案したところ、とりあえず１点目の相談記録表の提

出については要望どおり要綱改正予定となりまして、その他は道本庁で検討中とのことです。 

以上報告となります。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。今の資料 1－1というのと、実際の相談の記録表の

まとめというのが資料の 1－2になるかなという形でございます。ここを踏まえた上で、今日、髙

橋さんに来ていただいておりまして、地域相談員として等の活動についてということで、実際に奈

井江でどういう部分の活動の部分をちょっとお話をしていただければなと思いますが、よろしいで

しょうか。 

 

髙橋相談員： 紹介に預かりましたないえ福祉会の髙橋といいます。まず何者なのかと皆さん思

ってらっしゃるかなと思って一応、パンフレット持ってきてみたんですけど、奈井江町の社会福祉

法人ないえ福祉会というところの職員で、法人としては、入所の施設を持っていたり、生活介護を

していたり、就労に関する事業が、就労継続支援Ｂ型と就労移行支援と就労定着も持っているとこ

ろで、道の駅で喫茶店もやっているところです。 

そこのグループホームの部分と、サポートセンターぽすとといった居宅介護の部分を、私の方で

ちょっと見てまして、その繋がりで奈井江町さんの方から、相談員をお願いできませんかというこ

とで、長く、代々、引き継がれてきたものです。 

人前で話すことがとっても苦手なのと、生まれつきで早口なので、聞き苦しかったら教えていた

だければ、ゆっくり話そうと思うんですけれども。 

まずですねこの機会にですねちょっと自分がその相談員として困ってることとか、いつも感じて

いることは、あんまり、割とぶっちゃけて話した方が、皆さんに伝わるのかなと思ってるところが

ありまして、一応課題と感じていることから、お話していきたいなと思うんですけれども。 

課題だなと思っていることとか難しいなと思っていることは、地域で暮らす皆さんが、割と適切

なタイミングで相談してくれない、もう大分困ってから相談に来るということが非常に多くって、

何でもっと早く言ってくれなかったかなっていうことの方が、日々多いなと思っているんですけ

ど。でも、なぜなのかっていうと困っていないケースが多いですね。本人は困っていないんですよ

ね。あと、できると思うっていうような、ざっくりとした感じの自信があったりとかして、なんか

困ってると思うなんていうのが、対応の始まりだったりとかします。あとは、「何でもっと早く言

ってくれなかったの」っていうと、「誰かが助けてくれると思った」っていうようなこともあっ

て、ちょっと気づくのが遅れるっていうことがあります。先に言っておくんですが仕事の延長上な

ので、私たちの法人の、例えば施設からの一般の住宅でた方とかっていうことが主な対象者となっ

て、相談を受けています。あとはですね、こんなことで困ってるよとか、こういうふうに、この後

生活していきたいんだっていう話をよく聞くんですけど、やっぱり先ほどのようにできるとか、ち

ょっとこう、自分だったらできるよっていうふうに言うんですけど、命の危険とか、回りへの影響

の有無をちょっと考えたりして、いつの間にか気づいたら、こうした方がいいよって説得してるこ
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とが多くって、何か本人たちの意思とは違うのかなって思うことが多かったりします。 

でもその方の背景が見えないと対応がとっても難しくって、知らない人というか初めて会った方

だったら、きっと、まず環境を知りたいなというふうに思うと思います。私は仕事の延長なんでよ

く知ってる方ばっかりなんですけれども、あとご本人としても、やっぱり知っている人にしか話せ

ないとか、という特性が非常に強いので、何かうまくこう地域相談員がうまく回っているのかなっ

という思いと、あとは、ご本人たちが良いところを見せたいという気持ちとかっていうのがすごく

強いもので、なぜか、よく私とかが悪者になってしまったりとかしてる部分もあるのでやっぱりそ

の取り巻く、その本人たちを取り巻く背景というか、どうしてこうなったのかっていうところを、

いつも知るように努力しています。 

あとですね地域に住む方の中で、課題だなと思うの居宅介護事業所が少ないなっていうのが、割

と、田澤さんなんか同じ地域なので、あれなんすけど、結構困っていて相談を受けるんですけど

も、うちの法人もちっちゃな事業所なので、なかなか人数抱えられないところがあるんですけど、

でもうちの法人は多分、居宅介護事業を持っているので、サービスを利用できて、いい方というか

ね、なのかなというふうにいつも思っているんです。 

なんですけど、実際にはですねサービスにカウントされないような業務が非常に多くって、何て

いうか業務としてはちゃんと評価されないような、ところが多いです。口頭で解決できるという問

題は、もう私としてはあんまりなくてやっぱり動いて、何かをしないといけないってことの方が、

多いなというふうに思います。 

あと自治体との連携も、課題というかですね本人たちに、福祉課に相談に行ったらとかって言う

んですけど、なかなかそういう場面を見たことがありません。やっぱり、言ってることがちょっと

伝わらなかったりってことがあったり、するので、なかなか福祉課さんとうまく連携してってこと

ができないのかなとは思うんですけど、でも奈井江町は、いろいろと無理なことも言って、対応し

ていただいてるなっていうふうに思ってますし、必要に応じて情報を共有していくことが大事だな

と日頃から思っています。 

あとですね、グループホームの話になるんですけれども私グループホームの方も担当しておりま

して、希望する人が地域で暮らすという方向でサポートもちろんしてるんですけれども、サテライ

ト型住居っていうのがあるんですよね。グループホームのちょっと離れたところで 1人で暮らしな

がら、グループホームの職員が時々支援するっていうようなことなんですけど、それがやっぱり３

年の有期限なんですよね。4年目からは自分で暮らし、一般の住宅へ移行しなさいっていうような

制度なんですけど。そこからの暮らしが実際には結構厳しくって、頼るところ急に失ったりする方

がいらっしゃるので、ちょっと難しいのかなと思うんですけど、自治体によっては、10年ぐらい

に伸ばしてあげるよっていうところもあるという話を聞いて、そういうふうに柔軟に対応していた

だけたら、住みやすいんじゃないかなというふうに思います。 

あとはですね、本当に、知っているからできるということと、私自身は、対象者が関係者である

ことと、仕事の延長という感じがあるので、しなければならないなという思いも正直なところある

んですけれども。 

相当な労力と時間が必要なのは、本当にそうだなというふうに思うので、どうしたらいいですか

ね。何か、皆さんはどうどうなさっているのか。結構、朝も夜も関係なく、電話が来たりします。

頼るところがここしかないと思ったら、我慢できないので、電話が来たりして相談支援員さんなん

か本当大変なんだろうなというふうに思っています。 

あとですね相談支援員さんとか私も同じような感じなんですけど、サービスをつなぐときに、な

すが私たちがこう一生懸命どっかサービスを使わせてくださいっていうような場面が結構あるんで

すけど、なんか私のためでもないし、そういうふうにお願いしなくても、受け入れてくれるよう

な、世の中というか、なったら一番生きやすいんだよなって思うんですけど。サービスすらこう、

なんかちょっとね、お願いしないと、受けてもらえないみたいな場面があるので、そういうのが生

きづらいんじゃないかなって。もっと暮らしやすくなったらいいなっていうのは思いながら、何か

頭を下げている、自分に気づくという感じなので、適切なサービスが受けられるように、コーディ
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ネートしていくっていうのが、簡単そうでなかなか難しいのが現状なのかなというふうに思いま

す。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。今、髙橋さんのなんかその部分で話をしてもらい

ましたけれども、ここの部分でもうちょっと聞いてみたいとかがあったらとか、質問とかも含めて

ですが、ありますか。 

 

梅原委員： 知識ないからわかんないんすけど。地域相談員の方は、社協とか、市の職員とか、

そういう方、広報はしてないんですか。これ市地域相談員という方はどういう立場なのかな。 

 

穴澤推進員： そもそも地域相談員とはどういう役割で、どういう状況でなってっていうことベ

ースですよね。 

 

梅原委員： そうです。それと、地域相談員の中でこう書いてあるのは、髙橋さんね。一生懸命

やってるんじゃないかなと思うのは、単純になんだけど、47件の頃、書いてある書き出しの中

で、10件が奈井江なんですよね。人口から比べれば、他のところも結構いろいろ報告する云々は

ともかくとして、どうなってんだろうかなっていうのは、僕としては、あんまりわかんないから。

知識がないから、そういうそうなんだけど、どういう立場の人が地域相談員なんですか。 

 

穴澤推進員： そうですねそこは多分事務局の方から言ったほうがいいですよね。まず地域相談

員とはっていうところと。 

 

事務局(芝木主査)： 地域相談員ですけれども 2年ごとの任期になってまして、道が、委嘱、お

願いするんですけれども、市町村の方に依頼しまして、市町村から推薦をいただきまして、そし

て、委嘱をしている形になります。主に市町村の方では、市町村の方で委嘱する相談員、という方

がいまして、身体障がい者相談員とか、知的障がい者が相談員、そのあたりも含めてだと兼務され

てる方が多い状況になりますけれど。、大体そうですね管内の市町村見ますと、市町村での相談員

と兼務されてる方がほとんどになります。一部、地域相談員単体で担ってくださってる方もいると

いう状況です。 

 

梅原委員： 地域相談員は 2年で、何名くらいいらっしゃるんですか。 

 

事務局(芝木主査)： 全部で今、管内では 46名の方になっていただいています。 

 

梅原委員： 細かく内容書いてるよね、髙橋さん。聞いたのかわかんないけど。他のところは言

ってないところもあるからどうなのかなと。 

 

髙橋相談員： 小さな町で、私も 20年ほど勤めてるんですけど、相談のしやすさとかっていうの

はあるんで、上がってこないというんですかね、私もこれ見たら、ちょっと私働き過ぎだなと思っ

たんですけど。そういう、要するにすくい上げられないような、私は仕事の延長上なので、ちょっ

と拾いすぎてるところがあるかもしれないんですけど、町の相談員さんたちは、相談支援員さんっ

てのもいらっしゃるので、田澤さんのように、なので、はい。どうなんでしょうねたしかにこう見

たらなんか、はい。 

 

事務局(影山課長)： これですね資料の 1－1にも、書いたのとあと福田の方でちょっと若干口頭

でお話しさせていただいたんですけど、令和６年度の実績 139件ということで、今回資料でついて

るのが本当に、40数件しかないっていうのはですね、実は、地域相談員記録表つけなきゃなんな
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いっていうこと自体ですね、しっかりと浸透していなかった可能性、知らなかった相談員が大半だ

ったのではないかというのがですね、今回事務局で集約して見えてきた課題だったんですよね。 

というのはなぜかというと、年に 1回、地域相談員から報告いただいてるんですけど、その報告

っていうのがですね、件数と、相談の種別だけ、どういった相談だったのかってことしかですね、

これまで報告いただく形になってなかったものですから、あとうちも相談記録表を提出を求めると

いうことも、この制度始まってから 1回もしてなかったという状況だったということがわかってで

すね、それもあって、本庁への要望ということで、記載した中の 1点目でですね、年に 1回報告自

体ですね件数だけじゃなくて、相談記録表も振興局に提出するように、改正してくれっていうこと

でですね、要望してそれは改正する方向になったものですから、来年度以降はですね、来年度、で

すね、以降は、受けた相談内容、今年で言えば、６年度で言えば 139件のうち 40数件しか回収で

きてないんですけど、一応、全件回収できる形にはなろうかと思っています。 

ただですね、やっぱりこの今回集まった中、或いは集まってなくてもこの、何ていうんすかね、

相談内容大半がやっぱりその他、というような区分、区分けされるような日常のちょっとした困り

事だとか、そういったようなものが大半になってくるのかな。で、よくあれしたら障がいとかでは

なくて別なところですね、場合によっては、介護とかそっちで別の制度につなげるとか、そういっ

た相談とかも多々あるのかもしれないんですけど、我々何でこれ今回集めたか言ったら、 冒頭に

ちょっと挨拶でもお話した、昨年第 1回でも説明させていただいたんすけど、この地域づくり委員

会の役割っていうところで、差別や暮らしづらさの解消のための協議って、取り組みの協議という

部分も役割としてあるっていう中で、この空知管内に何が課題なのか、何を重点的に、取り組むべ

きなのかっていうのが事務局でも全く分からなかったものですから、相談員の相談記録表ってある

んだねって。正直、我々も、最近知ったみたいな、恥ずかしながらところがあってじゃあそれ集め

てみよというのが発端だったですね。 

ただ、蓋開けて集めてみるとやっぱりその他の項目みたいなのが大半で、的を絞って言えば、こ

の地域づくり委員会で言うところの差別だとか暮らしづらさの解消のヒントになるような相談って

いうのがあんまり、あんまりと言ったら変ですけど、全部の相談記録表集められてない部分もある

んですけどちょっと見えてこなかったかなっていう部分もあるんですけど。いずれにしても今回、

きっかけとしては、この空知の、課題ってのは何かというのを掴みたいっていうのがあってちょっ

と集約してみたところです。せっかく集めたものですから、今日皆さんに、共有させていただいた

のと、そもそも私ども普段その地域相談員というのが、どういった活動をしてるかというのもわか

んなかったもんですから、ちょっと今日髙橋さんにですねお願いして、来てお越しいただいたって

いうところです。 

地域相談員の最初の質問に戻りますけど、基本的には市町村に推薦いただいて、知事が任命する

っていう流れになってます。その推薦は基本的には、身障の相談員、知的の相談員というのが市町

村で、任命してるものいるんですけど、その方から推薦してもらうような形で、お願いしてるかと

思うんですよね。基本的には身障相談員或いは知的相談員の方に、地域相談員、条例に基づく地域

相談員で推薦してもらうような方向に促して、やってますんで、大半がそういった方になっている

状況でございます。 

 

梅原委員： いろいろあって、国はいろいろ、最近、何て言うんだろう。合理的配慮とかね、そ

ういう問題で、事業所もそれでやっていかないとならないってことで、2年半ほど前に、いわゆる

「つなぐ窓口」というのができてそれをまた、市町村に戻してとか、そういう件数が、何千件あっ

たとかを出してますよね。ですから、それとは若干やっぱり違うんだろうと思うけど、やっぱりそ

ういう、つらい立場の身障者や何か、そういう声を、吸い上げるために、いろいろな形で、という

中で、方にお願いして、そういう人が、これが吸い上げるように、何かあるんですね。 

 

事務局(影山課長)： それでこの身障知的相談員は法律に基づく設置なんですけど、この地域相

談員は北海道障がい者条例、この地域づくり委員会の根拠と同じ条例に基づいて設置して、前回の
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資料につけさせていただいた地域づくり委員会のパンフレットの中でもですね、地域相談員のこと

書いてあるんですけど、その地域相談員が地元で解決できないような、問題は、地域づくり委員会

に上げてくるみたいな流れになってます。実際上がってきたことはないんですけども。そういった

立ち位置というか役割になってます。 

 

梅原委員： はい。ありがとう。そういう意識、認識もない。これをもってどういうことなのか

な。 

 

穴澤推進員： はい。青柳さん。 

 

青柳委員：まずこの中で知的と身障は国の制度になってて、精神が入ってないってのは本当にち

ょっと私は残念だという。これ何とか、精神も入ったらいいんじゃないかと思ってます。それと地

域相談員設置等の条例ということで、私も一応、インターネットを見て、要望をちょっと見てみま

した。今、国は共生社会っていうことを言ってますから、そういう意味ではこれはものすごく 1つ

のツールになるということなんだろうと思うんですね。てことはどういうことがあったらより一層

ここを充実しなきゃいけないんじゃないかと。国の制度からいってもね。 

そう考えたときにうちの具体的にその地域で言っていいんだろうと思うけど、ある取り組みをし

ようとしたときに、江部乙の地区で、身障者相談員という人がいて、その人とこに相談に行った

ら、ただ私としては、障がい者の相談員と持っていったらね、そしたらいろんなことを質問された

ときに、とか精神のことを質問されても、私は答えられないって、その人、言ってました実際ね。 

だから、ここ、先ほど言ってますように、地域相談員の任務とは何かということの研修もそうな

んですけど、本来いろんな人達が来たときに、ちゃんと答えれるような 100％答えられなくても、

あの人のところへ行ったらいいよっていうことも含めてね、何かそういうような役割をやっぱり果

たしてもらわなきゃいけないんじゃないかと思うのと、もう 1つここありましたのは、地域づくり

委員会、市町村地域自立支援協議会、民生委員、人権擁護委員などの関係機関と緊密な連携を図る

ものとするって書いてんすね。実際私も障がい支援Ｂ型やってますけども、いろんな時に、きっと

地域で人権擁護の委員の人とかいろんな人のところにちょっと行ってるんじゃないかと思うね民生

委員の人のところに障がい者の人も困ったときに。ということはどういうことからこういうとこ人

達本当に連携して、この、地域相談員っていうのも、やる役割があるんじゃないかということを、

役割としてあるんだよという研修をね、もうちょっと、やっぱりするべきじゃないかと。 

だけどそもそも、お金は出しませんよとこれ最初に書いてるんですけど、これも何なんだと。国

はその、共生社会はやるやるって、金は出さんけど、またボランティアでやってよって。そりゃあ

都合よさすぎるんじゃないでしょうかと、本当やっぱり気持ちよく、熱意を持ってやるって言え

ば、やっぱお金も含めて、いろんなことも研修も含めて、ちゃんと環境を整備するってことしない

と、これなかなか進まないんじゃないか。ちょっときつい話ばっかりすいませんが、そう思いまし

た。 

 

穴澤推進員： はい。というご意見をいただきました。先ほどの髙橋さんの活動みたいのところ

での質問とかっていうのは、あといますか。 

 

石塚委員： 石塚です。先ほど業務の延長で、されてるようなお話もいただいたかなと思うんで

すけど、とっては障がいを持たれてる方が相談をしようと思ってるときに、相談した方は、髙橋さ

んが地域相談員だと思って相談されているのか、これ 40今回 8名中 16名が相談対応してて、32

名の方は相談対応してないってことになるのかなと思うんですけど、その辺りその地域相談員だと

思って相談するかどうかってちょっと確認したかったんです。どうなんでしょう。 

 

髙橋相談員： ご本人たちは分かっていなくて、そこに聞けば何かわかるかなみたいな感じで、地
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域のみなさんも、実は先ほどおっしゃった民生委員さんとかも、「あそこちょっとここどうなって

んだ。雪はねてないけど住んでるのか」とかっていうことを、お話に来てくれたりとかしてきて、

私が地域相談員だからといったことは多分なくて、あそこに行けば何かわかるかなっていう感じで

来てくれるので、はい。認知度はあまり、正直な、ないのかなというふうに思います。 

 

穴澤推進員： ということですがよろしいでしょうか。はいどうぞ。 

 

石塚委員： 追加でちょっと教えていただきたいんですけど、相談されたときに例えばどこかに

情報提供してつないだりとか、することも多分されてるのかなと思うんですけど、どういうとこに

つなぐかみたいな何て言うかな、情報提供先っていうんですかねこういう事案だったらここに相談

したらいいよとかっていうストックがあった方が、すごい仕事しやすいのかなと思うんですけど、

そういう情報を入れられる例えば研修が用意されてるとか、その冊子があるとか、そういった道と

かからのそういうものってあるんでしょうか。自分たちの持ってるスキルに基づいてこうやってく

っていう感じになるのか。 

 

髙橋相談員： 今のところはないので、やっぱいろいろノウハウがないとできないと思うんです

よね。私も、いろいろ繋がっているので、困ってるんですなんていうことをよく田澤さんなんかに

も電話するんですけど、そういうふうにやっぱネットワークで支えていかないと難しいんだと思う

んですよ。ただ道どうかどうなんかとかっていうことはあんまり、気にしてませんでした。 

 

小林地域づくりコーディネーター： それについて、いいですか。地域相談員の研修っていうの

は 2年に 1回必ず行われていて、この振興局で開催されています。 

委員は 2年任期なもんですから、更新するたびに受け、2年ごとの研修会がされています。地域

相談員っていうのは、知的相談員とそれから身体障がい相談員と、それぞれご本人もしくは身内の

方、家族が町の委託を受けて、身体知的の相談員はなるんですけれども、それ以外に、いわゆるそ

の知見をお持ちの方という方が、地域で評価されてる方が、地域相談員として道の方から、知的と

身体とそれから、その両方についていろいろ知ってるよねっていう方含めて、の方から、地域相談

員というふうに一括して、委託を受けるのが地域相談員になります。 

その地域相談員というのは、いわゆるその相談、いろいろ地域で、得手不得手、いろいろあると

思うんですけれども、例えば、身体障がい者相談員の方は、身体障がいの方についての相談は得意

っていうか、ご自身もそうだったりするので、そういった方の相談を受けて、吸ったりするんです

けども、当然その場で解決してくださいとか、答えを整理して提供してくださいっていうとこまで

は、は期待されていません。 

大事なのは、何でそういう問題が地域で起こるのかっていう、その地域課題を吸い上げるという

ことが、1つの役割、お仕事になります。その地域の課題っていうのは、身体でも知的でもそうで

すけれども、この地域では、相談受けたんだけど、自分の対応だけでは解決し切れないねっていう

ような地域課題が、いわゆる地域にある自立支援協議会などに、或いは、市町の福祉相談窓口に持

っていかれます。そうすると、これはこの地域の問題、個人の問題だ、解決できないよねって、地

域の課題だね、もしくはお金も必要だね予算が必要なんだろうか、或いは組織的に、町として、地

域として取り組まなきゃなんないよねってなったときに、初めて自立支援協議会なりが、それを地

域の課題だというふうに、整理をする中で、今度は、それは振興局なりに、自分の町の課題として

はこういう課題が解決できない問題があるんですということを、振興局なりに申し出るということ

になります。 

振興局は、それを受けた、課題を、例えばこういう組織のルートがあるんですけど、こういった

中で申請書を持ち上げてて、最終的には北海道知事まで、空知圏内でも、解決しきれなくて、何々

町の小さな話題だったかもしれないけども、うちの振興局圏内ではもう、こういう問題解決できな

かったんですというようなことを、逐一いろいろな審査をしたりしながら最終的には、知事の判断
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を仰ぐというところまで持ち上がっていくルートは、あるということなんで、地域相談員の方は、

決して解決するというような、底辺の問題ではなくて、底辺の課題ではあるんですけども、それで

終わるんじゃなくて、大事なことをどんどん上に上げてくださいっていうルートが、最終的にはこ

の地域づくり委員会にも繋がってるし、これは北海道知事にも繋がってると、いうような、そんな

流れになっている。そういった研修は 2年に 1回実施されているということです。すいません。勝

手の補足で。 

 

穴澤推進員： 今のが地域相談員と。そもそもこの地域相談員の部分をこの中でも取り上げよう

って言ってたのは、その協議事項で毎回その相談って上がってきてないけど、障がい者が抱えてる

相談ってどこでどんなふうに受けて、どこが解決する役割とか持ってるんだろうかみたいな話か

ら、それで、実際の地域づくり委員会っていうのは、どういう困りごととか話題に対して、解決し

ていくべきなのかとか、どんなことを考えていくのかっていうことをちょっと、明確にしていけた

らなというようなところですよねっていうことなのでその 1つの、今その障がいの部分の活動みた

いなところでお話をしていただいたという形になるかなと思います。ご相談、質問等々は大丈夫で

しょうか。はい。 

では、今の（1）の地域相談支援についてというのは、以上で終わります。次行きます。（2）に

入ります報告事項の地域づくり委員会の周知についてということで、事務局お願いします。 

 

事務局(福田主事)： 前回の委員会において、地域づくり委員会の認知度が低いのではないかとの

ご意見をいただいたことから、令和７年度に実施した当委員会の広報・周知について報告します。 

 まず、令和 7年 7月 28日（月）～令和 7年 7月 30日（水）市民交流施設であえーる岩見沢 1階

大掲示板で行われた「北海道福祉のまちづくり展」において、前回の委員会でお配りした当委員会

のパンフレットを 30 部設置しました。設置したパンフレットは撤去時には全てなくなっているこ

とを確認しました。 

 次に、令和７年８月 28 日に振興局で行われた定例報道懇談会において、当委員会について紹介

し、記事などで紹介していただくよう依頼しました。定例報道懇談会とは、報道機関（記者）を対

象に、定期的に行う説明・意見交換の場です。 

 最後に、令和７年 11月 27日穴澤推進員が参加した「北海道居住支援協議会」において、当委員

会の目的や役割などについて周知していただきました。 

 以上となります。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。これに関しては、質問とかは大丈夫ですかね。居

住支援法人っていう動きがあって、住宅に困ってる高齢者の方とか障がいの方なかなか入り得ない

方のための、住居の部分の相談に乗るというようなこと。北海道の建設部の方が中心にやっている

動きになります。では、そこに関して質問は大丈夫ですね。 

では次です、（3）です。砂川手話の会からの、講師派遣依頼についてということで、事務局お願

いします。 

 

事務局(芝木主査)： これについてですけれども、まず砂川手話の会の会長されてます事務局長

からのテーマなんですが、研修会の講師の人選について、最初相談がありました。 

聴覚障がい者の当事者団体である、中空知のろうあ者福祉協会、これの構成市町村内で活動して

いる手話サークルである、滝川と赤平と砂川 3つの地域の手話の会、これが主催して例年合同行事

として、クリスマス交流会ですとかあと 1日研修会というのを実施しているそうなんです。それ

で、今年は 1日研修会を砂川手話の会が担当して実施をする予定になっていると、いうことで、参

加対象としては、当事者団体である、中そらちろうあ者連福祉協会の会員の方、それから手話サー

クルとして、3つの手話の会の会員として、全体で 25名程度を予定してるところっていうふうに

聞きしました。 
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内容として、今回の、研修のテーマなんですけど、障がいのある人への合理的配慮を学ぼうとい

うテーマで考えていて、障がい者差別解消法に基づく合理的配慮、これが、(令和)６年４月から、

民間事業者も含めて義務化されている中、今回はそのメンバー的にその聴覚障がい者を中心に、合

理的配慮とは何か、どのようなことが、官公庁や事業所は行わなくてはならないのかというのを、

具体事例を紹介を含めて解説していただきたく、どなたか講師の検討をお願いしたいというお話が

ありました。 

この検討依頼に対しまして、他の地域でですね、上川ですけども他の地域で、地域づくり委員会

の行事として出前講座っていうのを実施しているそういう地域があって、地域づくり委員会の中の

弁護士の先生に、出前講座の講師を務めていただいてるような事例がありまして当方でも、将来的

には出前講座を事業として実施できるかどうかというのをちょっと方向としては考えている中で、

その先行事例として、今回の件を取り組めないか、考えてみる中で、当委員会の委員の中の弁護士

である石塚先生にもちょっと相談したりもしていたのですが、まだ、事業化していない中では、出

前講座としての講師の派遣はちょっと難しいであろうということになりました。 

そのあと、いろいろ調べる中で、石塚先生が所属している札幌弁護士会において、弁護士による

出前授業、出前講座という事業を実施されていて、その事業メニューが 18種類で「憲法出前授

業」ですとか、「闇バイト対策」ですとか、およそ 18種類ある中に、「障がい者差別解消合理的配

慮について」という項目があることがわかりまして、こちらを活用できないか、石塚先生そして、

札幌弁護士会の事務局に相談しましたところ、まずは申し込みをしてみることになりましてその

後、札幌弁護士会の中で検討が行われまして、石塚先生が、今回講師をしてくださるということが

決まりまして、砂川手話の会にその旨をお伝えしたところでございます。 

石塚先生この度は大変ありがとうございました。どうぞよろしくお願いします。時期としては 3

月っていうふうに、場所が砂川の公民館って形という状況でした。どうぞよろしくお願いします。

一応この件についての報告でした。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。一応、報告事項等については一応（1）（2）（3）

の部分で以上でございます。これ以外の部分で委員さんの方からとか何かこう、報告等とか、周

知みたいなのがもしあればと思いますけどよろしいですか。大丈夫ですか。はいでは、報告事項

等は終わりになります。 

以後は個別の相談事案に関する非公開の協議ということになりますので、地域相談員の髙橋様

には、ご退席いただくという形になります。ありがとうございました。 

 

(髙橋相談員退室) 

 

３ 協議・申し立て・相談事案（※非公開） 

 

４ 協議事項 

穴澤推進員： 最後になりますけど、協議事項の（1）の委員等による意見交換等ということでご

ざいましてあと 30分ちょっとぐらいで一応終了を目指しておりますけれども。そこでですね、委

員の皆様からは、今後の取り組み、委員等の意見交換等ということで、前回の委員会で出席の皆さ

んからもそれぞれ最近の近況とか普段どのような業務をしてるかとか、いう部分もお話いただきま

した。実はこの委員会も任期が今回の委員会で、これで一旦は終結という形になりますので、今の

やってる活動とあと委員会に対する部分の、希望とか要望みたいな今後の委員会での要望みたいな

ところを、それぞれお伺いをできればと、お 1人ずつ、伺えればいいかなと思いますので、1人ず

つちょとマイクをまわしたいと思います。 

 

 

梅原委員： 梅原です。ちょうど 3期 6年、ありがとうございました。それでなかなかやっぱ
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り、障がいある方の弱い立場の人たちの、声を汲み上げるのにはどうしたらいいかということで、

いろいろ、自分自身、勉強不足で、不十分だったんですけれども。たまたま、空知総合振興局の方

から、こういう会議、セミナーがあるからっちゅうことで、まずもってあれなんですけど、これ障

がい者差別解消法してますかっていう、皆さんの、ところにおいてはあるんですけど、振興局の方

から、この日に、これは、去年の 10月 29日平日なんですけど、午後 3時半から、こういう、会議

があったということで、道民フォーラムっていうのがあったんで、私行ってきました。そして、残

部がありましたんで、皆さんのところにあります。 

これどういうこというと、つらい立場にありながら声をどこに届けたらいいかというのは、多少

ですね、ここにも書いてあるように、わかっていただけるんじゃないかと思うことで、札幌の会議

だったので私行ってきたんですけど。中はいろいろこう書いてあるんですけど。この中の知り合い

がたまたま石狩の、今田さんという方で、ポリオの会の会長なんですけど。ポリオというのは、小

児麻痺の会長です。その人が発言されるということで、私もちょっと行ってきました。 

なかなか、難しい問題は、なかなか、進まないなというのは実感でした。そして今さんからちょ

っと話を聞いたんですけど石狩の方でですね、1月だったかな。車椅子の方が、アパートを借りよ

うとしたら、結局は何か、断られたみたいなね。そういうのが、やっぱりああいう義務がないとい

うことで、賃貸団体への、申し入れをしたということで。それが、車椅子の方は、結局はそのアパ

ートは入れなくて、そこに戻ったわけではないんですけれど。貸りられなかった、そのままなんで

すけど。そういう団体では、大変申し訳なかったということなんだろうと思います。それで、今後

に向けて、そういうことで、1歩進んだんだということを今田さんが話してました。 

そういう、形に見える形ばっかりでなくて、いろいろな、先ほども言われたようにいろいろなこ

とはあるんですけど。できるだけやっぱり声が、私共なりに公の機関に届くようにですね、やっぱ

り、今後も何らかの形で、頑張っていきたいなと思います。 

そういうことで、また、次回もなるかもしれないしわかんないんすけど。そういうことで、80

歳になるんですかね。それで、また、頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。以上

です。 

 

青柳委員： 最近うちの作業所に精神の人が多いんですけど、見学に来るんだけども、見学の人

もいるし、それから、見学してきて、通所したり体験したりして、なかなかそのあと続いていかな

いっていう。何かもう少しこっちのどこかの部分がもうちょっとこうというか、どこかみんなでも

う少し連携なんだろうけど。もう少しなんかできないもんなのかと。どこにも、行かないで、家に

いるっていうの 1つの選択はそれは自由なんで、それはもう否定するもんじゃないんですけど、何

かがそこに、足りないのかなっていう気がしてます。そういうふうなことを感じてます。 

それともう 1つ。障がい者暮らしやすい地域づくり委員会、私今回 1期目で今いるわけですけ

ど、ここに参加した理由も、ちょっとでもいいから何かこう暮らしやすい地域づくりができるきっ

かけが、できればいいなと。どんなちっちゃなことでもいいので、そういう委員会に、ただ、話し

合うもとも大事だし、勉強、皆さんの意見聞くのが大事です。何か 1つでもいいから、実現できな

いもんなのかなという思いがあります。そういうことで、そういう、参加する以上、そういうふう

に私も、そういう気持ちで、いるということです。以上です。 

 

石塚委員： 石塚です。私は多分予定としては、今期で退任の予定になりましてですね、ちょっと

北海道社会福祉審議会の委員もさせていただいてちょっと日程がこの日程とよくかぶるもんですか

ら、ちょっと後任の別の弁護士に譲らせていただくということになっております。 

それで、今回の会議なんか見てますとやはり地域相談員の方からいただいた情報をいかにこうつ

ないで、北海道全体に等の問題に波及させていくかとかっていうところで水の流れのように、動い

ていく必要がある。そういうものの中の 1つの委員会なのかなと思うんですけども、私も札幌弁護

士会の高齢者障がい者支援委員会ってとこの委員長やってまして、各地の地域づくり委員会の報告

なんかを受けるんですね。そうすると、結構温度差があって、何かやってんだからやってないから
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かよくわかんないところとか、おそらく空知の方は、結構議論がたくさん出るんじゃないかなって

何か他のとこの報告は受けてるとそんな感じがするんですが、本当の温度差あるのかなって感じが

しています。ですので、例えば、他の地域づくり委員会ではこんなふうにやってるとか、情報なん

かがこっちにまた横で降りてきたりすると、こんなふうにやってんだったらこういうふうにうちも

やるとは、すごく議論活発になりそうだねとか、そんな情報なんかあってもいい、いいのかななん

てことを思ったりしておりました。 

多分後任の弁護士もすごく意見言ってくれる人だと思いますので、また次年度も引き続き札幌弁

護士会から派遣させていただきますのでよろしくお願いします。 

 

鈴木委員： 鈴木です。この地域づくり委員会、参加させてもらって、何より自分が一番勉強さ

せてもらったっていう場になっていて、今通所の、利用者様方に、対して何か還元できるかってい

うところからスタートして、それに合わせた上で、接する障がい者の方のことを思いつつ、参加さ

せていただきました。 

今利用者様は、通所の中で生活するにあたっては、大きく変化っていうのはないんですけど、や

はり、年をとると、やはりそのご家族の方も年をとっていき、今度はそことの関わり、家族の関わ

りから、強制的にというか今度は社会との繋がりを持っていかないと、障がい者の方が、今後、今

を生きていく上でどうしても難しく、生活が難しくなっていくっていう局面が多々見られるように

なってきて、その対応に対して、どう、自分の立場としてどう関わりを持っていければいいかなっ

ていうところを今、とても考える機会が多いので、その 1つとしてこちらで、皆さんのお話を聞い

た中での、すごい貴重な、パーツとなり、それが少しでも生かされているかなというところを今、

体感しているところであります。 

今後も、こういう場、空知という広域の課題に対して、というところはすごく大きいのかなと思

います。今後も、どうなってるかわかんないすけど、とりあえずはい。この 2年間、ありがとうご

ざいました。感謝します。 

 

山本委員： 由仁町から参加している保健師で参加している山本です。あまり、障がい者の福祉

の制度では、あまり活躍できてないんですけども、小さな町なのでいろんな役割を、担うことがあ

りまして、高齢者に今ちょっと押されていて、障がい者の数もちょっと少ないし、やっぱり障がい

者の声が小さいっていうか。小さいとどうしても行政の中で埋もれやすいなっていうふうに思って

いて、それを、きちんと事務職なんかはすごい入れ替わっていくもんで、行政の事務職は本当に知

識のないまま担当してるので、そういった、事務職に、ここ大事なんだよっていうことを伝えてい

く役割があるなっていうふうに思いました。 

この委員も、そろそろ終わってもいいのかなと思うんですけど、ですかね。よろしくお願いしま

す。 

佐藤(邦)委員： 以前にも福祉村という身体障がい者の施設から、阿部さんという方が委員とし

てこの場にいたんですけどそれに代わって、自分がいるということで、これで僕も 3期目になり、

一応、来年度も申し込みたいというふうには考えています。 

そういった自分自身が福祉村という施設の中でこれからも過ごしていくということで、施設には

自分自身はいるんですけども、やはり地域には、障がいを持って生活している方がいっぱいいると

いうことなんだと思うので、そういった人の立場、そういった人の目になって、これからも物事

を、考えて発言していきたいなというふうにいつも思っています。 

 

小林地域づくりコーディネーター： 私もちょっと立場的にはいろいろ市町の福祉担当の方とも

お話するっていうなことも多い仕事してる関係もあって、地域もそれぞれ職務に使われてる方もい

ろんな業務を抱えていて、必ずしも障がい者福祉で一本なんていうのは、整理してるとこなんかど

こにもない、兼務兼任、ひょっとしたらあれもやるしこれもやるし、全然無関係だと思うような、

仕事まで任されていてってことで、本当に市町の担当されてる方って、大変だなというふうに思い
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ます。 

一番最近課題だと思うのが、先ほど山本委員さんも仰ってましたけども、やっぱり窓口の方って

定期的に 2年 3年たったらどんどん移動するということの中で、必ずしもやっと現場に慣れたと思

ったら、次のまた全然、内容のわからない方が来て、それできちんと引き継げるがって言ったら、

引き継いでる暇もないみたいなところなもんですから、結構そういう意味では窓口の方って全然知

らないとこからまた 2年 3年スタートするというようなことで、そうすると、例えば「地域の課題

って何」とか「障がい者福祉って何」とかっていうなことを尋ねても「実は勉強中です」とか「始

まったばかりなんです」みたいな方が窓口にいらっしゃるというのも現実的にはやっぱり、多いと

いうことが、地域で生活してる障がいをお持ちの方とか、困ってる方悩んでるかと相談したい方、

やっぱり言っても答えてくれないっていうやっぱり現実にどうしても、その現状からしてなってし

まうということがあるんですよね。 

だから、今日髙橋地域相談員さんも、せっかくお越しいただいてこういう現状だっていうふうに

報告していただきましたけど、やっぱり、そうやって窓口に行っても、答えてくれないということ

になると、自分が解決しなきゃなんないのみたいなところでいくと、非常に重たい役を感じられな

がら日々、お仕事していてきっと大変な思いしてて、相談を受けた内容ってどこにつなげたらいい

のってのまさしく困ってらっしゃる、と思うんですよね。だから、そういう意味ではこういったせ

っかくのこの地域づくり、委員会ですから、本当に今日みたいに、そういった人がいるっていうこ

ちらの方から、リサーチしてくっていうか、皆さんどんな現状なのかっての探りに入るっていう

か、様子を見に行くっていう、ただそういった相談は上がってくる、地域課題上がってくるのを待

ってるだけでは、やっぱり地域づくりにはならないという意味では、やっぱり受けよりは、こちら

の方から積極的にいろんな情報集めてくるそういう組織というものをやっぱり意識するっていうの

がこの地域づくり委員会のこれからの課題なんじゃないかなというふうに思っています。 

特に今、世の中ってＬＢＧＴ-Qみたいな感じでマイノリティで少ない人、社会構成の中で少な

い人に対しての目配り気配りっていうのをして、どんな人でもいろんな人が社会構成してるってこ

とも踏まえる中に、障がい持ってる人もいるよねみたいな、そんな感覚が、今、共生社会のちょっ

とずつは、バックになってるとか考え方になっていて、障がい者だけが突出して地域課題っていう

認識は今はほぼないんですよね。「いろんな人が地域に生活してるね」っていうその発想の一部に

しか、障がいを持ってる方っていうのがみられていないっていうところが、やっぱりその障がい者

問題があまりこう表に立ってこないっていうような、ことがこの背景にもあるのかなっていうこと

でいくと、やっぱり時代そのものも少し、時代に応じた我々の発想の仕方、障がい者問題、語れば

何でも問題って上がってくるよねみたいな発想よりかは、いろいろ社会に課題ってある中の 1つっ

ていうところを、もう少しターゲット化できる、そういった取り組みとか考え方とかっていう少し

我々の時代に合わせた、発想を持って例えばこういった委員会も含めてですけども、取り組むとい

うような、そのことの方がこれからは求められるのかなというふうに、実際地域回ったりしなが

ら、肌感覚ですけどそう受けとめています。はい。以上です。 

 

加藤地域づくりコーディネーター： 私も今小林が話していましたが、私も同じ立場で、地域づ

くりコーディネーターということで、空知の圏域の市町村を回らせて、いただいて、お話を伺って

るんですけれども、そちらの業務の傍ら、岩見沢市のあ～ちというところで、相談の業務をさせて

もらってるんですが、その中でもいろんな訴えがあって、皆さんのお話を伺ってこの方の主訴って

何かなっていうところで、まずそのお話を聞いて問題解決にっていう取り組みが、主なことではあ

るんですけども、そればかりにとらわれず、もしかしたらこういう、こういったこの地域づくり委

員会で話題になっている、差別とか、合理的配慮とかそういった差別問題も、もしかしたら隠れて

るのかもしれないななんてことも少し頭に置きながら、これからの相談対応ってしていきたいなと

思いました。 

あとは今日、地域相談員の髙橋さんから伺ったお話ってのはとても貴重で、地域に根差した立場

で相談を受けてるんだなと思ったんですけれども、髙橋さんも仰ってましたがある意味仕事の延長
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で受けてるっていうようなお話もありましたが、私も今のこの地域づくりコーディネーターになる

前は佐藤(邦)委員がいる福祉村の方で支援員をしていたんですけども。相談って利用者さんが、改

めて相談に来るわけじゃなくて、いろいろ介助の場面とかたわいもないおしゃべりとなかーから、

実は相談したいことって、話の中にいろいろ目があったなっていうふうに感じたので、そういった

何気ないところからもいろんな相談っていうか悩み事も、受け取れるきっかけなんだなと改めて思

いましたので、常日頃からそういったことも大切にしたいなと思いました。ありがとうございまし

た。 

 

中川委員： 私中川といいますが、空知地区のですね 14町で構成しております身障協会の事務局

をやっておりますので、その関係でずっと充て職で当委員会に参加をさしていただいております。 

昨年もお話しましたけど、身障協会の現状って、大変厳しくて会員数がですね、直近で 345名

で、それ 5年前見ましたら 530名ぐらいいるんですよね。ですから、そういう協会団体、身障の方

がそういう協会に入っていただける数っていうのはやっぱり年々減ってきて、ここ 5年でも 35-

6％減ってるんですよね。何かといいますと、団体の各町の会長さんはですね、やはり個人情報保

護法の関係あってですね、身障手帳を昔は取りに来たときに、いろいろ役場の方も、その団体に入

ったらどうだって、ＰＲしていただいたんですけど、今はそういうことがなかなかですね、法の中

の制約下でですねなかなかできなくなって、新規会員が全然入ってこない。ですから、あとはもう

減る一方だということで、大変ですね。身障の団体の活動もですね下火になってきております。予

算も減っておりますし、役員のなり手もいないという状況で、こうした中でですね、小さいながら

も、コンパクトなんですね、団体の中で、会の方々がですね、レクリエーションとかそういうのを

通じて交流できる場をですね、少しでも設けていきたいなと考えております。 

それと、せっかくだから今日聞こうかなと思ってたんですけど、非常にもう時間もないので、1

つだけ。最近起きたことなんですけど、今週の(2月)5日にですね、岩見沢市内でボランティアの

セミナーを開催しまして 80名ぐらい来るんですね。そこでたまたま岩見沢市の参加者の中で、身

障者の方だと思うんですけど、要約筆記を頼むと、電話が入りました。それで、いろいろうちも団

体の事務局やってんですけどあまり要約筆記の対応した経験がなくてですね、それとあと予算が随

分かかるという聞いてましたんで、その団体予算あんまりないので、丁重にお断りしたらですね、

数日後に、ろうあ連盟経由でですね、道の障がい者保健福祉課の方から、何とか対応できないかと

いう話がございました。 

それで、合理的配慮云々でですね、全然できればそういう対応したいんですけど、そういう団体

予算の制約下でできない場合に、どうしようかなと思って、結局本部の方に対応してもらうことに

なったんですけど今後のことを考えたときにですね、他の団体もお金ないんですけどたまたまそう

いう方が参加する場合に、この要約筆記もちょっと廉価でですね、スムーズになんか手配できる方

法があったら、せっかくの機会なんでこういう場で教えてもらいたいなと思って、今日参加してお

ります。以上です。 

 

田澤委員： 田澤です。こちらに参加させていただいて私自身地域課題という視点で物事を見る

ということの大切さっていうのを非常に、学ばせていただきましたね。今私のやっている事業とい

うのは、障がいのある方のサービス利用する方に対して、計画を立ててモニタリングをする、ただ

それだけなんです。サービス利用の計画を立てて、役所にその書類を提出するだけなので、それに

だけに徹していれば、それだけに徹している事業所もあるんですけれどもね。それだけに徹してい

れば、個別の困りごとに深く関わるということはあまりないんですが、私の方針といいますか、私

なりのこだわりといいますか、ただ、サービスをあてがって計画立てて終わりというんではなくて

その方の困りごとにどう寄り添うか、またその方が暮らす地域で、その方が順調に生活していくた

めには地域にどう目を向けるか、或いはその家族の方々への思いをどう酌み取るかっていうのを、

業務的にやってしまっているものですから、個人の障がいだけに目を当てればいいというわけでは

なくて、その方の、特性をどう地域で受けとめていただけるか、或いはその地域課題そのものが本
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人の生活にどう影響しているかということも含めて、対応させていただいております。ここでの活

動、ここでた知見というのが、非常に役立たせていただけてるなあという思いはあります。 

先ほど市町村との話もありましたけども、市町村の方窓口、担当される方やっぱり定期的に入れ

替わるんですよね。なんですけれどもやはり、そうした中でも次へ円滑に業務を進めていくために

はこちら側が地域課題だとかそういうものをきっちりと把握していれば、後こちらから提案する形

でこういう、課題に対してこういうふうな、アプローチを、その個別の件にはなるんですけれど

も、そういった形でやっていくことも可能なので、そうすると行政とのやりとりもスムーズに行え

るかななんて思ったりもしています。ここでの活動本当に励み、仕事に行かさせていただいており

ます。取り止めのない話になっちゃいましたけど、どうもありがとうございました。お疲れ様でし

た。 

 

穴澤推進員：はい。ということで皆さんからそれぞれご意見等々をいただきました。先ほどの要

約筆記の件、ご存じの方とか、事務局側で押さえてる情報とかありますか。 

 

事務局(影山課長)： 基本的に道庁が、ろうあ連盟に委託してる事業があるということなんです

よね。あと市町村の方でも、おそらくやってるなと思って、北海道の方のですね派遣のなんか要件

を見るとですね、複数の市町村から参加する広域的な行事とか、市町村のそこそこでやってる要約

筆記の派遣事業で対応が困難な方が、北海道がろうあ連盟に委託してる、要約筆記の派遣事業の対

象となるみたいな書き方されてますね。で、道内に住所がある方で身障手帳を持ってる方っていう

ような要件ですので、基本的に単体の市町村とかでやるような行事なんであれば、市町村の方はそ

れぞれでやってる、要約筆記の派遣事業をご利用くださいみたいな感じになるんだと思います。 

そうじゃない広域的な、一部の市町村だったり、単体の市町村だけではなくて、その周辺も複数

の市町村から、参加者を募るような行事の場合は、このろうあ連盟に当該委託している地域の要約

筆記派遣事業が活用できるっていうような制度になってるようです。ちょっと料金その他っていう

のは、基本的にはかかんないんだと思うんですけども。 

 

中川委員： 基本的には岩見沢市、まず確認してたら、市町村の窓口に、そういうのがないって

いう場合には、ろうあ連盟に。 

 

事務局(影山課長)： ろうあ連盟にご相談いただいてって形になると思います。ちなみに岩見沢

市なんかやってないみたいですね。 

 

中川委員： やっていたら今の流れにならないですよね。 

 

事務局(影山課長)： 今道の方で、調査してるみたいなんですけど、部分的にしか回答返ってき

てない中では、ほとんどなんか市町村ではやってないみたいな、美唄ぐらいですか、やってるの。

まだ回答が集まってないんですけど。 

 

中川委員： ろうあ連盟経由で、道の補助事業でやった場合は基本系は、2人セットないし、もっ

と長い時間だったらなんか 3名とかで、でも、最低４-５万で旅費もあって、遠隔地だったらもう

旅費にかかったらとんでもない金額になりますよね。それを、福祉大会とかでそれはもう絶対必要

だと思うんですけど、たまたま 100人他の用事の中で 1人の方がいらっしゃってっていうのは、な

かなかですね、それでそれだけの費用を団体として充てられるのかという問題もこれからも出てく

るのかなと思って。 

この時に合理的配慮を、という話と、比較考慮したときに、正面切って言われたら弱いですよ

ね。できませんとは言えないんすよね。だけど予算の制約がある中で本当に、できないって言われ

たら、かなり責められるのかなと思ってかなり心配してるんですよね。他の団体でも、参加者の中
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にする方いらっしゃる。これど、全道でもそういうリスクは結構あると思う。そういった場合、皆

さん、対応してるのかな。 

 

梅原委員： 中川さんの要望に訴えるかどうかわかんないんですけど。札幌にでね、時々行くん

ですけど、障がい者やなんかの会議や何かがあると、社会福祉協議会が、もう発言したところ、全

部、パソコンで打ち込んでいて、画面を出すんですよね。それはもうね、７-８年前からやってる

ね。だから、障がい者も、ね、いろんな方がね、だんだん増えてきてるんですよ。その 1人だと思

うんすけど、やっぱり、これ難聴者のいろいろな方いらっしゃいますから、それからどんどんどん

どん増えてくるっていうのはある。札幌市の社会福祉協議会、紹介すれば、そちらの対応がありま

すから。 

 

中川委員： 札幌市の社会福祉協議会は体力ありますから、対応ができると思いますし、あと全

道大会とかそういうところでは必ずやりますよね。特に身障の方の関連企業では。ただ関係ない団

体の、他のまさに民生委員とか何かいろいろ団体とも持ってるんですけど、そういうもので研修会

とかセミナーやるときに、参加者の方にそれ言われたときの対応というのが一番辛いなと思うんで

すよね。いや 1人だからやらないよっていうのが通るのか。それは通らないですよね、常識的に

は。だからそこはもう、最後、借金するのも団体の借金してでもやらざるをえないのかというの

が、ちょっと私の素朴な疑問で。 

小林地域づくりコーディネーター： それは関連性余談なっちゃうんですけども、今ＡＩってい

うかね、あれを利用すると、実は議事録なんかでも、ばーっと一気に話したやつはい終わりって言

ったらもう紙になってるみたいな。いわゆるその言語を読み取って文字化するっていうのが、今Ａ

Ｉではもうできてるので、例えば、今のこの要約筆記なんかでも、いわゆる発言そのものがどんど

ん文字化していくっていう、システムは、パソコン的に、上手に扱えばですけれども、予算もかか

わらず、かかる人もいらず、パソコン操作だけで、もしかして表につくりたっていうことも、今だ

ったらできる。そこまでは来ている。 

 

穴澤推進員： そうですね。実際にネット会議とかしてても、前に字幕の話が出てましたけど、

字幕出せるぐらいの、ことにはなっているので、多分その予算の絡みでいくとすると、確かにそう

いったのを活用しながらどう進めるのかっていうのが今、本当にすごいですよねって思って私は見

てますけど。ということで、ございました。 

では以上で今回、実はこの 2年で任期でしたけども昨年度は 1回だけだったので 3回という形で

終了という形になります。3月末で終了する形になります。で、また時期の部分は、委員さんこれ

から決定という形になりますので、続けていただける方それとご退任される方もいらっしゃるかも

しれませんけれども引き続きですが、障がいのある方が暮らしやすい地域づくりに向けた取り組み

これをごご理解とご協力を併せてお願いします。ということでそれでは事務局の方にお戻ししま

す。 

 

事務局(芝木主査)： それでは本日の委員会はこれをもちまして閉会とさせていただきます。大

変どうもありがとうございました。 


